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研究成果概要 
大気チェレンコフ望遠鏡の次期計画として、日米欧 25 か国約 1500 名が参加している

Cherenkov Telescope Array (CTA)計画が進行中である。この計画では、大(口径 23m)・
中(口径 12m)・小(口径 4m)の大気チェレンコフ望遠鏡を南北半球のサイトに、計約 100
台並べることにより、観測エネルギー範囲を 20 GeV から 300 TeV と広げ、従来に比べ

一桁高い感度で宇宙ガンマ線を観測する。本研究において、CTA 大口径望遠鏡 LST（図

１）の読み出し回路の製作、試験、保守を行った。 
(1) 2020 年から科学観測を行っている、スペイン・ラパルマ島に設置された LST 初号

機で、不具合が見つかったカメラモジュールを３台交換した。原因は、トリガー回

路の異常 ２台と波形サンプリング ASIC の異常１台である。 
(2) スペインのカナリア天体物理学研究所(IAC)の実験室において、LST 2－4 号機に搭

載する焦点面カメラの試験を行った(図２)。 

 
図１：（左）口径 23m CTA-LST 初号機。（中）焦点面カメラ。（右）日本グループが

開発したカメラモジュール(7 本の PMT、波形 GHz サンプリング回路、スロー制御回

路から構成)。望遠鏡１台あたり、このモジュール 265 台が焦点面に配置される。 



(3) CTA 南サイト(チリ)に建設される LST のカメラモジュールは、CTA 北サイトの

LST 2-4 号機と同一設計のものを量産する計画である。CTA 南サイトは、ラパルマ

島と比べて地震が多く、北サイトで使用しているカメラモジュールが、南サイトの

振動耐性要求仕様を満たしているかを確認する必要があった。名古屋大学が所有し

ている振動試験装置を用いて、北サイトで使用しているカメラモジュールに、要求

仕様の振動を与え、振動前後で性能が変わっていないことを確認した(図３)。 
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図２：スペイン・カナリア諸島テネリフェ島にあるカナリア天体物理学研究所(IAC)

の実験室での、LST 4号機カメラの全体試験。(左)カメラの前に遮光用フードを取り

付けた状態。4 号機カメラの奥に、2 号機カメラが写っている。(中)試験用光源を遮

光用フードにセットした状態。（右）PMT 1855本で取得した光量分布の例。 

  

図３：(左)カメラモジュールの振動試験の様子(振動方向を変えて試験)。（右）振動

試験の前(青)と後(赤)での PMT 7 本の波形。この他に、ノイズレベル、波高値線形

性、系統間クロストークについても、振動前後で性能変化がないことを確認した。 
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